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フィロソーマ幼生の生時体色について
Notes on the color of living phyllosoma larvae (Decapoda: Achelata)

小西光一 1・岡崎　誠 1・張　成年 1

Kooichi Konishi, Makoto Okazaki and Seinen Chow

はじめに

イセエビ類のフィロソーマ幼生は生時には透明で
あり，初めて見る人にとって幼生は遊泳し動いてい
る状態でもなかなか見つけにくい．そもそもフィロ
ソーマは研究の黎明期，まだイセエビ類の幼生であ
ることがわからなかった頃には ‘glass crab’ と呼ば
れたほど，透きとおった生き物というイメージが強
く，さらに次の幼生期であるプエルルスもガラスエ
ビ（glass shrimp）と呼ばれる．ところが，実際の
フィロソーマをよく見ると意外に色素をもつことが
あるのに気づく．出版物での一例をあげれば，地中
海産のヨーロッパイセエビ（Palinurus elephas）に
おいて論文や図鑑のカラー図版で見ることができる
（Kittaka & Ikegami, 1988; Martin, 2000）．ただし，こ
れらの報文中でも色彩への言及はなく，あくまで図
版を見てわかるだけである．同じように，最近のイ
ンターネット上では生きているフィロソーマの画像
が展示されているウエブサイトが増えつつあり，そ
れらの中には色素が確認できる例もある．しかし，
なぜか今まで見た範囲内では具体的な言及はない．
逆に簡単ではあるが色素に言及している数少ない例
（Lebour, 1950）では図示されていない．要するに，
おそらく研究者は見てはいるが，語られることがほ
とんどないというのが現状であると思われる．以前

に比べれば，容易に幼生の生体画像を得る環境が整
いつつある現在，十脚目の幼生においては色素の分
布が種判別の形質として有用になる事例もあり（和
田ら，2001），フィロソーマの色彩についての知見
を記録していくことも必要と思われる．今回，水産
庁漁業調査船の調査航海において，ヨロンエビ属
（ Palinurellus）とリョウマエビ属（Nupalirus）の
フィロソーマが採集され，それらの生時体色を撮影
する機会があったので，今後の研究への参考までに
話題提供したい．

生時フィロソーマの体色

今回の材料は，2013年と2014年に実施された水
産庁漁業調査船の照洋丸および開洋丸による，北緯
18～24度，東経124～131度の海域での仔魚調査航
海時に，プランクトン採集（IKMTネット，目合は
0.5 mmメッシュ，水深は0～300 m）で得られたイ
セエビ類の中期または後期フィロソーマである．こ
れらのほとんどは生きた状態では透明である種類で
あったが，その中に色素班が肉眼でも容易に認めら
れる2種類のサンプルがあった．これらの色彩をデ
ジタルカメラで撮影後，エタノールで固定して形態
観察に供した．種については形態と成体の分布域に
基づき，イセエビ科のリョウマエビ（Nupalirus ja-

ponicus）とヨロンエビ（Palinurellus wieneckii）と同
定された．図1に示した各画像からわかるように，
これらのフィロソーマは主に触角や胸脚の関節，あ
るいは腹節の連結部に斑点状に赤橙色から橙色の色
素が分布する．表1は肉眼により確認できた色素の
分布をまとめたものである．なお，各付属肢の外肢
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